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目的

ニュートン多項式の表示式を求め、項の係数の法則性を調べる。

定義

基本対称式とは、次の で表される対称式。

ニュートン多項式とは、 乗のべき和 を基本対称式で表した式の

事で、以下 で表す。



の表示式は次の様な形をとる。

ただし、 は により定まる定数である。

各項の係数 を調べる。



いきなり一般の を調べるのは大変なので、

まずは の場合を調べる。

わかりやすくする為に、 を次の様に置く。

さらに、基本対称式も次の様に置く。



はそれぞれ の時、下の様な漸化式を

持つことが数学的帰納法よりわかる。

この漸化式を用いて を求めるプログラムを

で制作し、次の結果を得た。



における の基本対称式での表示



表を見る以下のような傾向が見られる。

の場合を除いて、項 の係数は 。

が素数の時、 以外の項の係数は の倍数。

以外の項の係数は でない の約数の倍数。

項の係数の正負は は の指数 で決まる。

は の の指数 の部分和と同じ形。

これらを基に、係数の式を考える。



漸化式をニュートン多項式と基本対称式の定義を使って解くと、

項の係数 が次の式より求まることがわかる。



よって、 の表示式は次の様になる。



が以下の性質を持つ事が表示式よりわかる。

の表示式は の表示式に条件

を与えた場合で、この条件は と同値。

項の正負は の 指数乗で決まる。

項 の係数の絶対値はそれぞれ 。

項 の指数の最大公約数 は の

約数で、項の係数と の積は の倍数。



一般の は次の漸化式と表示式を持つと予想できる。

は明らかである。



関数 を次の様に置く。

に を代入し を左辺に移行すると次の式になる。

この式を 倍した和から、 の での漸化式が示せる。



関数 を次の様に置く。

基本対称式とニュートン多項式の定義から、 の
順に式を変形していくと が成り立つ。
よって の での漸化式が示せる。



と置く。
漸化式と数学的帰納法により、 は次の表示式で表せる。

に を代入すると になる。
よって は次の表示式で表せる。



と同様に、 は以下の性質を持つ。

の表示式は に条件

を加えた式で、この条

件は と同値。

が項 を持つならその係数の絶対値は 。

項 の指数の最大公約数

は の約数で、項の係数と の積は の倍数。


